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ふくげん せつめい しつもん

復原の図や説明を読んで調べたいことや質問したいことを書きましよう。
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くさどせんげんふくげん

草戸千軒の復原を_'二力､ら見たところ

一
ホ
ーナ

展
王

ざようどういど

共同井戸

見学して気づいたことや感じたことを書きましょう。

ど
う

お
堂

の

かわらけ売り

－つ－

たくわ

貯える
た

炊く
た

食べる
とも

灯す
あたた

暖める
力’

書く

一
の長

装う
lま

履く
まちなみもけい

田]並模型

すう圃ど

漁る
(漁業）

たがや

耕す
あきね：

商う

つく

作る
さまざま
さいく

な細工

かわらけ

づくり
灘
づくり

ぬし

塗師
かじ

鍛治

ばんしよう

番匠

(大工）

あそ

遊ぶ

いの

祈る

まじない
しんこう

信仰



はくぶつか

戸さどせんけんちにういせき

§夢､草戸千軒町遺跡とは。

碑醒〒どせんげんてんじしつ

草戸千軒Ｉ展示室
～よみがえる草戸千軒～

くさどせんけん宗ちなみもけい

草戸千軒の田]並模型

遊ぶこどもたち

一人

ロロ回■Ⅱ

ちゅうせい

草戸千軒|H].遺跡は，中世に，港町・市場町として

にぎわった町の人々のくらしのあとです。

江戸時代の中ごろ(約200年前)に書かれた『総
ろくぐんし かんぷん

六郡誌』という書物に1673(寛文13)年の大水で草戸

千軒という町のあった所が水害によって流されたと

書かれてあり，古い町があったといういいつたえが

ありました。

しかし，長い間，福山市を流れている芦田川の川

底にうもれていたために，くわしいことはわかりま

せんでした。1961(昭和36)年から，約30年間掘って

調べた結果，草戸千軒の町のようすがわかってきま
かまくらじだい

した。また，１３世紀の中ごろ(鎌倉時代)からIこぎわ
むろまちじだい

っていたlIlTも16世紀の初めごろ(室町時代)には，も

との姿は失われていたことなどもわかりました。

芦田川の川底にうもれていた草戸千軒の町を掘り

起こして，わかったことをもとに復原しました。

展示室に入ると，港に着いた船から荷あげをして

いるところや，市場のようすがわかります。石を敷
どうろりＪ:うがわ

いた道路の両仙Iには，いろいろな物をつくる人たち

の家が並んでいます。
あしだや

この展示室では,鋤崖礁をぬる人)，足駄屋
げた かじゃのうぐ

(下駄をつくる人)，鍛冶屋（農具などをつくる人）

の仕事場や住まいがつくられ，お堂をなおす大工の

仕事場があり，町の人々のくらしがわかるようにな

っています。
あたた

また，掘り出されたものにIま，暖めるために使っ

ていたものや食器などの生活に使った道具・生産に

使った道具・店で使われたものなどがあり，生き生

きとくらしたようすをわたしたちにかたりかけてい

ます。

町の人々の会話やせみの声が聞こえてくるでしょ

うか。展示を見ながら，たんけんノートの問題に答

えましょう。

－３－
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１．噸１堂の港町

草戸千軒は,港町であるということがわかりました。

問１船でどんなものが運ばれていましたか。

（ ）
問２いろいろな焼き物は，どこから運ばれて来たか

わかりますか｡《貯える．商うコーナーを見ましょう｡》

（ ）
●港のことで気づいたことを書きましょう。

'２，中世⑳市潅ａ中世の市喝

船がついたばかりの船着場近くには市場がつくら

れ，そこではいろいろな品物が売られています。

市場で売られている品物について答えましょう。

問３田や畑でとれたもので，どんなものが売られて

いますか。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

問４焼き物ではどんなものが売られていますか。

（ ）
－４－
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焼き物売り



はくぶつかん

きょかいつ

魚貝売り

震雰喜一電

まけもの

曲物

手

～ミミミミ

牛を使って農業をしているところ

/=ん

問５海や川でとれたものは，どんなものが売られて

いますか。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

問６写真は，曲物といわれているものです。薄い板

に切れ目を入れて曲げ，桜の皮でとめたもので

す。中に入れてある白いものは，何でしょうか。

（ ）
●市場のことで気づいたことを書きましょう。

ａ中世のff窪ａ中世の仕事
ひりよう ,二もうぎ〈

農業では肥料を使い，二毛作も行なわれました。ま

た，漁業でもいろいろな工夫をしています。

(1)農業や漁業に使われていた道具にもいろ

いろありました。

《聯す糠のｺー ﾅー を見ましょう｡》
問７鉄を使った道具には，どんなものがありますか。

（ ）
問８鉄の道具を使うと，どんな良さがありますか。

一旦〕－

一一一



問９漁業では，どんな道具を使っていますか。

●今ごろのつり針と比べて，気づいたことがあれば書

きましょう。

(2)草戸千軒がにぎわったころはものをつくる

人もこまかく分かれて仕事をしていました。
問１０どんな人の家が建てられていますか。

（ ）
問１１家を建てる道具には，どんなものがあります

か。《作るコーナーを見ましょう。》

（ ）
●仕事のことで，気づいたことを書きましょう。

'４中世の人々②＜這し4．中世の人々の＜這し

草戸千軒の人々が使っていた日用品を見ると，私た

ちが使っているものと同じようなものがあり，ほとん

ど見られなくなったものもあります。

(1)身だしなみを，ととのえるための道具もあ

りました。

問１２今と変わらないものには，どんなものがあり

ますか。

（ ）
－６－
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つり針

うるしをぬる仕事

くさどせんけんまちなみもけい

草戸千軒の田]並模型
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/～人

(2)明かりにも，いろいろなものがあります。
問１４町の人たちは，どのようにして部屋の中を明る

くしていたのでしょうか。建物の中で明りの道

具と思われるものをスケッチしましょう。

《どの建物にも同じものがあります。》

はくぶつかん

問１３今はあまり使われていないはきものには，どん

なものがありますか。

（ ）

(S）遊びについて調べてみましょう。
問１５生活を楽しむためにいろいろな道具が使われま

した｡遊び道具には，どんなものがありますか。

（ ）

唾
色
剖

●毎日の生活に使う品物で，気づいたことがあれば書

きましょう。

(4)町の人びとの食事も，今と変わらないもの

がたくさんあります。

料理に使われていた道具には，どんなものがあ

るか，調べてみましょう。名前がわからなければ

スケッチしましょう。

（ ）
※料理の道具をスケッチしてみましょう。

ひうち

火ｷ丁がま

ちようり

調理のようす

●〈らしのようすで気づいたことを書きましょう。

※明りの道具をスケッチしてみましょう。
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問１６写真は，何をするときに使われていたもので

しょうか。焼き物の内側のギザギザもようが

ヒントです。《炊くのコーナーにもあります｡》

（ ）
炉のまわりには，夕食のしたくがされていま

す。それぞれ，どのような食べ物があるか諾

べてみましょう。

古'１７

擬しや

④

Ｉ塗師屋の食事
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②

かじや

Ⅲ鍛冶屋の食事
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あしだや

Ⅱ足駄屋の食事

①
｜
②
｜
③
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① ③
護

●食事のことで気づいたことを書きましょう。
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はく届

おどう

御堂

(つかん

匁９
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じぞうぼさつざぞう

地蔵菩薩坐象

1ワＩ

／＝

ﾄリ’｡

人

いの

S,祈!:)とま鰹ない
善く

石を敷いた道路を通りぬけると(柵で囲まれたIITを
とう

出たところ）お堂があります。屋根の北側は，いたみ
ごう

が|引立ちます。お堂の前Iこ大工の仕事場をつくって，
Ｌ',Ｊうり どう じぞうばぎつざぞう

11多理をしているところです。お堂の中に地蔵菩薩坐像

があります。
どう

問１Ｂお堂を建てたのはなぜです力､。

問１９祈りやまじないには，どんなものが使われまし

たか。名前がわからなければスケッチしましょう。

《祈るのコーナーを見ましよう。》

）
●お堂やまじないのことで，気づいたことを書きましょう。

ａ展示室を莞てａ展示室を見て

●不思議だと思ったことやおどろいたことを書きましょう。

●もっと調べて見たいことを書きましょうｃ

－９－

一＝
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はくぶつかん
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びぜんとこなめ

備前・常滑
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マーニフジ室，'
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墓篭』
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問１かめ，つぼなどの焼き物やお米など

※運ばれたものには，わかめ・塩・油・お金などもあ

り，ほかのコーナーで見られます。

吉'２

※

ぴぜんとこなめかめやませと

焼き物は瞳顛常滑亀山瀬戸
ほかに、朝鮮中国ベトナムなどの国々から

も運ばれてきました。

ひ二うこ誌ざの幻醒いI》ふれのふす,或 姓もﾛ

兵庫北関入船納帳（1445年に税をいくらおさめたか
こうべＬながた<

を書いたもの）には，兵庫二|上関（現在の神戸市長田区
わ眉み巻き

和田IilII1近く）を通行する船が入った月日・どこからの

舟か．品物名などが細かく書かれています。
むきだい‐I’あずきこめあか室いいわしあ瞳

そのI:|'には，麦・大豆・小豆・米・赤米・鰯・鯵・
えぴＩ』；

耐．なまこ．海老.塩，むしろ．蓋などの,wI物の名が
見られます。

あかまいだいず むきあずき

問３やまいも赤米大豆かぶ麦小豆ごぼ
うさといもみつばねぎうめ

※

こめむざ‘f》ずき

草戸千粁で食べられた植物にIま，米・麦・小豆・
ご畜なサももうめなしみかんくりぶどう

胡麻・茄子・桃・ホ厳・梨・蜜柑・栗・葡萄などがあり

ます。
あかいろけいしさそ

室町|I寺代に食べていた赤米は，赤色系色素が入って

いる米です。今では，神社のお祭りなどに使われるぐ

らいです。

問４つぼおおがめおろしざらさらわん

おおがめ

※いろいろな蓋は油や調味料などを入れ,大瓶は水や
！』ようみＩ）よう

こくもつ

穀物を入れるためIこ使います。

－１－



なたやかまを使っているところ

問５あさりわかめたいすずきいわし干しい

わし干しあわび干しなまこしじみ

一つ－

まだいくろだい‐すずき

草戸千軒で食べられていた魚は，真'３．黒鯛・鮪・
皇<・ろ ‐う皇ＬかうききＬ,７)しし ，蕊･〈･叩

鮪など，動物は，牛・馬・鹿・兎・猪など，貝は，Ⅲ合・
Ｌｕ鼻 、、０ヒミ

あさり・ﾘ児です。遺跡からはこれらの骨や貝がらがほ

り出されています。

なまこのことを，１１｢〈は，「こ」と呼んでいました。

生のものが「なまこ」，火でいったものが「いりこ」，

日に干したものが「ほしこ」と言っていました。

※

魚貝売り場

－，､堅一jiW

大工の仕事場

問６塩

『

干しなまこたいや堂と‘Ｊ

※物売り小屋の中では，山鳥・むしろ・わらじも売ら
すや

れています。また，小膝の前の空き地では，＃'11や素焼

。｡●'111

●●●●

きの土器（かわらけ）も売られていますｃ

問７かますき

８

あみ

網につけるおもり
すき(田畑をたがやす時に使った道具）

問８深くほることができ，耕すのも楽になる。

とすい

問９つり針浮き土錘(おもり）

問１０かじ屋ぬし屋あしだ屋

問１１のみのこきりちょうななた木づち

大工道具

．,二革ｆ こ・き農晶

問１２くし紅皿毛ぬき&同鏡(かがみ）など
里

’
７
１

』

．-筋零冒酋
呈

シ宙．亀■竜
一訟昌

君国

』ノー

』



①ふきのおひたし

や出土/＝人

⑤にらとわかめのすまし汁
(塩しょう油を使ったうす味の汁）

はくぶつかん

②麦と米をまぜたごはん

問１３ぞうりげたわらじ

問１４火きり板，火きり棒，火打がま，など
で火をおこし，その火を榊面に移す。

②麦と米をまぜたごはん

可

酵
謬

■〃~

｛よごいた

間１５羽子板さいころこまぎっちょう ぞうり わらじ

⑥はまぐりとみつばのすまし汁③しょうがをおろしたもの

だ､、二ん

問１６大根や，やまいもなどをすりおろす。

とうろうこま羽子板
問１７ぬしや

※

Ｉ塗師屋の食事
こうやどう、;，

(jl)高野豆腐②そうめんと白ネギ

’'１－，一

議Jｊ

かじや

Ⅲ鍛冶屋の食事

か胆や

鍛冶屋の食事は，めでたい日の食事となっています。

室町時代の終わり頃（約500年前）には，一日に3度の食事をするならわしが

かなり広まっていたようです｡税い薯のように満滞を削った誉などが並べてあ
ります。

②そうめんと白ネギ

②米のごはん (5)たこのまなす（みそだれ付き）

いも

①芋づるとささげの塩づけ

－３－

ぬしや

※塗師屋の食事は,維蝿となっています。（肉や魚を使わない料理）

あしだや

Ⅱ足駄屋の食ﾖヨ

いも

④こんぶごぼう芋づるの|こしめ

③はぜを焼いたもの

②麦と米をまぜたごはん ④しじみとせりのすまし汁

しおや

①たし1の塩焼き

辰
あしだや

足駄屋の食事は，ふつうの日の献立になっています。
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調理に使われた道具
ぬしやおおかぬ なべばうらよう

《塗師屋》大謹移動式のかまど‘ル包丁まな板
ごとくざんそくつきしゃくＬとぺ つば

製鉄の五徳三足付杓子鍋つかみいろいろな蒲
ば!』ｆげもの

すり鉢曲物おろしIIlざるなど

《繊屋》芙萎いろいろな壷鍋しき移動式のか
つぼなべ

なぺ眼うみ皇弓おｌ－鼻 錘駅,の 直ち

まど鍋包丁折敷のまな板曲物すり鉢さ、る
をべ

鍋つかみなど
な・呂なべ

《純屋》そなえつけのかまど鍋鍋つかみさ翁る
ばらおｊ１がめま（$もの 億・Ｄｒ,と。、つぼ

すり鉢プく蕊曲物まな板庖丁壷など

※

琴一－－屋垂塞琴菌毒毒＝手零弓辱三雲一凸

ヶ剖
〆４

戸‘

ほち

墓地

,■醜
』

.-‐＝α弓

Ｌ
、

X一コ
ｰ

移動式かまど

問１８病気をしないくらしがよくなる仕事が
ﾛ｡タヨ、 も,の

思いどうりにできる。豊作などを祈った。

わかたをがたＬｖちふうとかも

ちの輪刀形呪符人形
ふ念が'二

遊ぶのコーナーの舟形も，まじない|こも使われた

茜'１９

Ｉ
‐

乃

可能性があります。

Ｉ

ふながた

舟形

問２０病気や災害からくらしを守ってほしい。

じゅふ

呪符

－４－

と・う ぼ易 ：よかいしｆ

お堂の横にある墓地Ｉこは．墓石が建てられています。
ごりんとう ほう‘きょういんとう

6つの五輪塔の(まか’宝薩印塔と呼ばれるものもありま

す。
どう

石で作られたこれらの塔の後には板の灘も見られ
Ｉ鋤きよういんとう

ます。五輪塔は平安時代，宝薩Eﾛ塔は鎌倉時代から作

られはじめたといわれています。

※

ひとがた

人形
ひとがた

人形

｜
間
》

二画｡

〆

lⅢ

ちの輪
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